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f∠・′
回転の定義: 00И)・ ″=li島午   

から円柱座標系におけるrOИ の表示式を以下の手順で求めよ。

S

なお、/=′ノゝ +7y+ソzと し、″は積分経路 σがある面 Sの法線ベクトルとする。
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微分線素OJ″ ′φ,グリ :

グφ=

微分面素はS"パφ,パX但し、微分線素表記は使わないこと):

」r 絆Jφ グ:z= ιト

ぃよΦ13 asφ=

と偏微分項に入れ込む。結局、

C→Dの線積分=

と形式的に書ける。微分線素に値を

は→Bの線積分)+C→Dの線積分)=

となる。同様にして、

0→Cの線積効 +①→Aの線琴効 =

となる。結局、r軸を左に回す強さ、

∈oИ)。 み=

となる。
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まず、″としてr軸を考え、r軸をもつて左に回す強さ、つまり右下図のA→B→C→Dの線積分を求める。

A→Bの線積分は、微分線素′φを用いるとt Иψグφ、となる

孫逸になることを考慮すると、
c→Dの線積分、つまりz■ルにおける線積分値は、積分方向

一αφ′φ+し による増分))、 となる。ここで増分は、

増分=αφのzに対する偏微分)。 ル・″ψ

とはならず、′φにz成分が含まれている可能性があるため一般的に取り扱い、

増分=磁φ″φのzに対する偏微分)・ ル
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して整理すると、
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